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初公開情報を含む、
新学科のポイントを
ご紹介!!

新学科の魅力を、
教員にインタビュー。
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機械工学科／情報工学科／電気電子工学科
建築学科／都市環境学科

看護学科／理学療法学科／義肢装具学科
臨床工学科／診療放射線学科

メディアデザイン学科／人間社会学科

● 工学部

● 保健医療学部

● 未来デザイン学部

※

※名称変更予定

※

2014年４月、「3学部12学科」へ。
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HIT FEATURE 特 集

現在、2014年2月の竣工を目指し、キャンパス内での建設が進ん

でいる「保健医療学部棟（仮称）」。1階にはMRIやCTなど、診療

放射線学科に関する機器が並び、病院等で利用されている装置に

関してはほぼ完備。2階には理学療法士に必須の機器である各種

の治療器具を設置した治療室や運動療法室を配置しました。5階

には、看護学科で使用する看護学実習室を設置しており、現役看

護師が思う理想に近い実習室であることもポイント。新学科の学

生を迎え入れる体制も、万全です！

少子高齢社会を迎え、人手不足が慢性化する医療現場。これからの社会に、
いっそう必要とされる医療人を育成するために、来春より新学科を開設します。
工学は医療を、医療は工学を、それぞれを後押しして進化してきました。
医療分野はもちろん、医療と密接に関係する工学の知識も学び、
幅広い医療科学と知識を身につけた、コ・メディカルの一員を育成します。

道内私大初となる「診療放射線技師」国

家資格取得を目指す学科です。医学と理

工学の知識を身につけた、高度な医療に

対応できる診療放射線技師を育成。

診療放射線学科

「看護師」の国家資格を取得するカリ

キュラムを編成。自ら考え、行動し、

協動する力を備えた、実践力のある看

護師を育成。

看護学科

「理学療法士」の国家資格の取得を目

指します。高度な技術と幅広い視野を

持った、臨床で活躍できる理学療法士

を育成。

理学療法学科

誕生！

誕生！

誕生！

+3
来春完成!
待望の新キャンパス!!

向学心に応える、最新の医療機器を完備!

01
POINT

別棟（義肢装具実習棟）

保健医療
学部棟（仮称）

採血・静注シミュレータ
眼底診察シミュレータ
ほか多数のシミュレータを導入！

新棟の主な施設と
設備を紹介!

※施設・設備は予定であり、
　　変更となる場合があります。

三次元動作解析システム
筋力測定装置
光イメージング脳機能測定装置

全身用X線CT装置
一般X線撮影装置
デジタル乳房X線装置

代謝測定装置
圧分布測定装置
装具力学特性計測装置

人工心肺装置
人工呼吸器
人工透析装置

義肢装具学科 臨床工学科診療放射線学科 理学療法学科看護学科

初公開
!!

基礎看護学実習室
成人・老年看護学実習室
母性・小児看護学実習室
地域・在宅看護学実習室
研究実験室

基礎医学実習室
基礎工学実習室
研究実験室
男子ロッカー・更衣室
女子ロッカー・更衣室

MRI室／超音波室
眼底カメラ室
X線TV室／X線CT室
マンモ撮影室
身体運動機能評価室
研究実験室／ラウンジ

1F

4F

5F

3F

2F画像情報学実習室
運動療法室
理工学実習室
水治療室
治療室

基礎医学実習室
研究実験室
臨床工学実習室
保守管理室

義肢装具製作実習室
適合実習室
樹脂注型室

※1
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5つの学科でチーム医療を強化

学科ごとにベテランの教員からフレッシュな教員まで、バランス良く在籍してお

り、教育に対してアツい先生が多いのも魅力。医療機器の操作や管理、各分野

ごとに必要な技術スキルはもちろん、仕事の意義ややりがい、資質など、現場

経験の豊かな先生たちが自身の体験を通しながら、医療専門職者としての心構

えも教えてくれます。教員は目指す職種の大先輩。受け身にならず、主体的、積

極的に学んでいきましょう。

診療放射線学科、臨床工学科では、その根底の学びに工学があります。

理学療法学科、義肢装具学科には、医学・福祉・工学という3つの側面

から学ぶべきことがあります。また、そういった工科系の学びに対し、それ

を使う人の気持ちを見つめ倫理観を醸成する学びが、看護学科にはありま

す。本学には確かな知識、高度な技術、そして思いやりの心を持った医療

人を育成する豊かなフィールドが広がっています。

「臨床工学技士」などの資格取得を目

指します。最先端の医療機器を扱いな

がら、社会に貢献できる技術者・研究

者を育成。

臨床工学科

「義肢装具士」の国家資格の取得を目

指します。医療、福祉、工学の視野を

持ち、利用者の生活を支えるプロ

フェッショナルを育成。

義肢装具学科

3
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定員増

名称
変更

New Communication!

5 TEAM!
2+3

ベテラン＆フレッシュな
面々まで、多彩な教員陣

医療×工学、心を学ぶ
豊かな育成フィールド

03
POINT

04
POINT
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POINT

医師の指示に基づきながら、患者さんを中心において、コ・メディカルスタッフが連携

する「チーム医療」。医療分野の5学科が新たに集結する本学では、このチーム医療を

しっかり学んで欲しいと考えています。現場では、情報を密につないで患者さんの治療

にあたることが必要になりますが、お互いの業務内容を把握していないとなかなか円滑

には進みません。在学中に、現場の流れや雰囲気を学んでおけるのも本学の大きなメ

リットです。

※1

※1 名称変更予定
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地域が求める
看護師不足の需要に
実践力教育で応えます。

本学の予備調査によると道内では今、8,100人程度の看護師不足が見込ま
れており、看護職員の需要供給を目的に「看護学科」を開設します。看護と
いうのは人が好きで、人の役に立ちたいという気持ち、看護を通じて社会貢
献したいと思う心が不可欠であり、そういう学生の気持ちを大事にしながら
「参加型の授業」を展開し、学生の学ぶ力や、実習を通して得られる感
動・喜びを引き出していきたいと考えています。

昨今では男性看護師のニーズも増えています。看護の道を考える男子高校
生にとって、本学は、非常に学びやすい環境ではないでしょうか。工科系の
大学に「看護学科」が誕生することで、例えば医療機器について学ぶ他学
科の学生にも、その機械の先にいる患者さんの気持ちまで考えれるよう
な、人を思う心や倫理観を醸成していければと考えています。

来年2月に竣工予定の保健医療学部棟（仮称）にある看護実習室には、採
血・静注シミュレータやフィジカルアセスメントモデルといった最新の教材
教具を配し、リアルな看護技術演習環境を整えました。在学中から実践的
に学べ、卒業後、即戦力として活躍できる看護師を育成します。

看護学科

「新学科の魅力、強みはどこですか？」

須藤桃代 教授
保健医療学部（※1）  看護学科（予定）
学位／修士（法学）
研究分野／母性看護学

だ
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ら
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で
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！

医学的なリバビリテーションにはいろいろな種類がありますが、特に「生活
動作のリハビリ」が理学療法士の仕事です。現在、リハビリを専門にする病
棟が増えており、生活の幅を少しでも広げたいという患者さんの高いニーズ
に応えられる理学療法士を育成します。

本学科は、定員が40名と私大のなかでは少人数であること、また、専任教
員のなかでも理学療法士の免許を持っている人数が多く、手厚く指導でき
るところが特徴です。スポーツリハビリに詳しい教員も在籍する予定です。
まずは国家試験の合格を基本ラインに、大学院を志望する学生、海外で勉
強したい学生のフォローも積極的に行っていきたいと考えています。

学科・学部間連携に関しては、例えば義肢装具学科と連携し、義肢や装具
をよりよくスムーズに使ってもらえるようなリハビリの考案や、工学部との、
障がいのある方や高齢者のためのリハビリコンテンツの開発、また、自動車
知識に長けた短期大学部（現 北海道自動車短期大学）とは福祉車両の研
究など、患者さんのニーズに応じてさまざまな連携・研究が可能であること
も大きな魅力のひとつ。厳しく、楽しく、明るく、共に学んでいきましょう！

理学療法学科

新設 3学科の教員に聞きました !

お答えいただいたのは… お答えいただいたのは…

資格取得はもちろん、
学科・学部間連携が生む
新たな視点も財産に。

宮坂智哉 教授   
保健医療学部（※1）   理学療法学科（予定）
学位／博士（理学療法学）
研究分野／理学療法学
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密接につながる医療と工学。
工学の知識にも触れながら、医療が学べる
北海道科学大学 ※ならではの魅力、強みを
新設3学科の教員にインタビュー！

医療・福祉・工学という幅広い
視野を持ったプロフェッショナルに。
本学科は、義肢装具士（PO）の国家資格取得を目標に、2006
年、日本初の大学における義肢装具士養成過程（専攻）として誕
生しました（2012年より学科）。3次元動作解析装置をはじめと
した全国有数の設備で充実した実習・研究を行うことができま
す。将来は、義肢装具製作所ほか、病院や医療機器メーカーな
どへの就職が可能です。

診療放射線学科 義肢装具学科

医療と工学、いずれにも精通した、
最先端の医療機器の担い手に。
本学科は、臨床工学技士（CE）の国家資格取得を目標に、チー
ム医療を支える専門職を育成します。本学が持つ工学知識、技
術資産を基盤に、医工連携教育プログラムのもとカリキュラムを
編成。医学分野に加え、医療機器の研究開発に欠かせない工学
分野の学びも充実。病院などの臨床現場ほか医療機器メーカー
への就職が可能です。

臨床工学科

お答えいただいたのは…

診療放射線技師の仕事は、一般的なレントゲン撮影に加えて、CTやMRI、マ
ンモグラフィ、さらに腹部検査での使用が多い超音波検査や眼底検査の機器
など、医療が高度化するなかで、大変業務が拡大している分野であり、機器
の操作に加えて医療画像の処理や、扱う機器の安全管理も業務の範囲で
す。専門化する医療分野で大きな需要がありながら、これまで養成校が非常
に少ないという背景を受け、北海道内の私大では初となる「診療放射線学
科」が誕生します。

本学科は診療放射線技師の国家資格と、第一種放射線取扱主任者、2つの
国家資格の取得を目指します。医療機器、画像処理といった分野には当然、
工学的なベースが必要であり、本学が培ってきた教育資源が役立ちます。さ
らに教員陣に目を向けても、北海道の放射線技師会の会長を務めている診療
放射線技師が在籍するなど、確かな学びと就職支援が可能です。

診療放射線技師は「最先端医療に関われる」という大きな魅力とやりがいの
ある仕事。北海道の地域医療を支える専門職として、地域に根ざした診療放
射線技師を育成していきます。

最先端の医療に
関わることができるという、
大きな魅力とやりがい。

北間正崇 教授   
保健医療学部（※1）   診療放射線学科（予定）
学位／博士（工学）
研究分野／医用生体工学

※2014年4月、北海道工業大学は北海道科学大学に名称変更します。

定員増

名称変更（現 医療福祉工学科）

2014年2月
新実習棟
完成!

※1 名称変更予定



HIT Release!
幕別町と「地域連携協定」を締結、
さまざまな取り組みが進行中。
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北海道工業大学の “今” がわかる、旬の話題をお届け！
Check!

6月6日、幕別町役場において、本学と幕別町の連携協定調
印式を執り行いました。この協定は、大学と町が人的資源
の交流と物的資源の活用を図り、相互に協力して町と大学
の活性化に寄与することを目的として締結されたものです。
本協定に基づき7月26日から幕別町にお住まいの町民の方
を対象とした「幕別コミュニティカレッジ」を開催し、これま
で「予防医療について考える」、「人間生活のサポートシステ
ムを考える」などのテーマで3回の講演を実施。同企画は全
5回の開催を予定しています。また、8月9日、幕別町民会
館講堂において、青少年公開講座「サイテクアド―小学生
モノづくり教室―」を実施しました。幕別町内の小学3年生
から6年生を対象に、講座には28組の親子にご参加いただ
きました。

旧体育館の
取り壊し工事が
始まりました。
昭和45年に建設され、43年間にわたり学生・教職員に親
しまれてきた旧体育館が、新体育館HIT ARENAの完成に
伴い、取り壊されることとなりました。8月23日に「安全祈
願」を執り行い、その後、9月初旬より解体工事が始まりま
した。旧体育館を利用していただいた皆さま、長年のご愛
顧ありがとうございました。

東北工業大学と「連携協定」を締結、
恒例の「総合定期戦」を開催。
本学と東北工業大学が「連携協定」を締結することとな
り、8月27日、東北工業大学長町キャンパスにおいて、調印
式を執り行いました。調印式には、東北工業大学の宮城光
信学長、本学の苫米地司学長が参加し、両学長がそれぞれ
協定書にサインしました。また8月27日、28日の2日間、東
北工業大学において、第28回東北工業大学・北海道工業
大学総合定期戦を開催。今年度の結果は、8勝5敗で北海
道工業大学の総合優勝となりました。

本学体育館HIT ARENAが
「北海道建築賞」、「照明普及賞」を受賞。
本学建築学科の佐藤孝教授が「北海道工業大学体育館 “HIT 
ARENA”」で、日本建築学会の「第38回（2013年度）北海道
建築賞」を受賞しました。HIT ARENAは佐藤教授がマスター
プランナーとして設計等をてがけ、平成24年2月に完成した建
物です。HIT ARENAは5月にも照明学会の「平成24年度照明
普及賞」を受賞しています。

本学の三上教授、矢神准教授が、
各賞を受賞。

苫米地司学長（写真左）
宮城光信学長（写真右）

8月29日、新潟大学五十嵐キャンパスで開催された、平成25
年度工学教育研究講演会第61回年次大会において、「北海
道型『生産管理エキスパート』教育への取り組み」が評価さ
れ、人間社会学科の三上行生教授が「第17回工学教育賞
（業績部門）」を受賞しました。また、昨年札幌市で開催され
た電気機器工学に関する国際会議の実行委員会幹事とし
て、大会運営に貢献したことが評価され、電気デジタルシステ
ム工学科の矢神雅規准教授が「平成25年電気学会産業応用
部門活動功労賞」を受賞しました。

※本文中の所属学部・学科名称は現在のものです。



第46回道工大祭を開催。
9月28日、29日の2日間、大学祭実行委員会主催による第46回道工大祭が開催されました。今年は、屋外
43団体、屋内26団体が出展・展示を行い、キャンパス内は祭り一色で活気にあふれました。2日間ともに晴
天に恵まれ、連日多くのお客さまが来場し、「めざせ！じゃんけんマスター！！」や「よしもとお笑いライブ」など
のイベントや、各模擬店・フリーマーケットを楽しんでいました。また、2日目には、本学大会議室において、
人間社会学科濱谷雅弘教授の進行で、上田文雄札幌市長・本間敬久手稲区長・事前に選ばれた手稲区民
8名が、まちづくりについて意見を交換する手稲区主催「ふらっとホーム2013in手稲区」が行われました。

「学長賞」表彰式。
9月25日、本学会議室において、学長賞の表彰式が行わ
れました。学長賞は、学術的にすぐれた業績を挙げた者、
または団体および課外活動で優秀な成果を収めた者また
は団体を表彰する制度です。今回は、全国学生岩岳スキー
大会で4連覇を達成した基礎スキー部・部長の川口雄斗
さん（電気デジタルシステム工学科）と、日本金属学会
2013年春期講演大会ポスターセッション優秀ポスター賞
を受賞した渋谷幸太郎さん（大学院機械システム工学専
攻）に、表彰状と副賞が授与されました。

幕別コミュニティーバスの
車体デザインに
本学学生の作品が採用!
10月1日、幕別町において、本学メディアデザイン学科の上ヶ
島由季さんがデザインした、コミュニティーバス（コミバス）の
出発式が行われ、同日から運行が開始されました。このコミバ
スのデザインは、本学と地域連携協定を締結している幕別町か
ら大学に依頼があり、上ヶ島さんの作品が採用されました。

第46回体育祭を開催。
6月21日、本学グラウンドおよび体育館を
会場に第46回体育祭を開催しました。本
学体育祭実行委員会が主催し、本学同窓
会、本学親交会、大成・伊藤・中山・泰
進共同企業体新築工事作業所の協賛を得
て開催したもので、天気は朝からあいにく
の曇り空でしたが、午前の部はバスケット
ボールほかの6種目にて、学科対抗のトー
ナメント戦が行われました。12時からは、
全参加者がグラウンドに集まり、代表選手
によるリレーを行い、たいへんな盛り上が
りを見せました。

快挙！卓球部が驚異の
4年連続全国大会出場!
本学卓球部は、5月18日、19日に、滝川市スポーツセンター
で行われた「第83回全日本大学総合卓球選手権大会（団体の
部）北海道予選 兼 第45回会長杯争奪卓球大会」において2
位の成績を収め、今年6月に愛知県豊田市で行われた「第83
回全日本大学総合卓球選手権大会（団体の部）」への出場権
を獲得しました。さらに同大会のシングルス部門において、木
村亘宏さん（情報フロンティア工学科）が第2位、中島亮介さ
ん（建築学科）が第3位の好成績を収めました。

! !
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木村亘宏さん（写真左）
中島亮介さん（写真右）

※本文中の所属学部・学科名称は現在のものです。
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● HIT EVENT INFORMATION

01  january

02  february

一般入試［前期］（～2日）
大学院修士課程入試［後期（一般）］（～19日）、大学院博士課程入試（一般）
大学院修士課程入試［後期（社会人）］、大学院博士課程入試（社会人）
AO入試［後期］

01
18
19
22

□土
□火
□水
□土

2013 2014

2014

□日
□日

□土

11  november

北海道工業大学大学説明会（企業向け：札幌会場）
ミニオープンキャンパス（保健医療学部編）※名称変更予定
AO入試［前期］、系列校推薦入試
指定校推薦入試、公募推薦入試［前期］
自己推薦入試、編入学試験［後期（社会人・学士）］
第1回AO入試［後期］エントリー説明会

08
09
10
17

30

□土
□金

11/16 sat

寒地ヒューマンサポートシステム研究所（HSS研究所）の開所を記念して、株式会社ロボ・ガレージ代表取締役で、ロ
ボットクリエイターとしてもご活躍中の高橋智隆氏を講師に招いた特別講演会を開催。「ロボット時代の創造」をテーマ
に、ロボットのデモンストレーションを交えながらロボットと暮らす未来についてお話しいただきます。
お申し込み・お問い合わせは、本学総務課 研究支援係（TEL：011-688-2241/受付は平日9時～17時）までご連絡ください。

HSS研究所開所記念 特別講演会「ロボット時代の創造」

201312  december

ミニオープンキャンパス（クラブ・サークル編）
第1回AO入試［後期］セミナー、第2回AO入試［後期］エントリー説明会
公募推薦入試［後期］、外国人留学生入試
冬季休業前終講
冬季休業開始（～1月6日）

07
15
21
26
27

□土
□日
□土
□木
□金

冬季休業終了
冬季休業明け始講
大学入試センター試験（～19日）
後期終講
第2回AO入試［後期］セミナー
春季休業開始

06
07
18
23
25
31

□月
□火
□土
□木
□土
□金
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● 会場 ： 本学5106講義室（合同講義室）
　 講師 ： ロボットクリエイター 
　　　　  高橋 智隆氏

13：00～14：30

企画編集・発行： 北海道工業大学 入試広報課

ヒューマニティ、コミュニケーション能力、問題発見解決能力、マネジメント
能力といった基盤能力を基に、専門性を身につけている人材が社会に
必要です。単なる「Professional」だけではなく、後付けの「Professional+」
でもない、基盤能力を前提とする「+Professional」を育成すること。すべて
の設置校に共通する、わたしたちのスローガンです。

部活動の
大会出場記録

［ロボット製作部］ 
●ロボカップジャパンオープン2013東京
　レスキュー部門実機リーグ 出場（5月4日～6日）

［卓球部］ 
●平成25年度春季全道学生卓球選手権大会（4月27日・28日）
　男子シングルス1位　　   木村 亘宏さん（情報フロンティア工学科）
　男子シングルス4位　 　  中島 亮介さん（建築学科）
　男子ダブルスベスト8　　 沼 亮太朗さん（メディアデザイン学科）
　　　　　　　　　　　　木村 亘宏さん（情報フロンティア工学科）
　男子ダブルスベスト8　　 中島 亮介さん（建築学科）
　　　　　　　　　　　　松木 拓也さん（人間社会学科）
●第83回全日本大学総合卓球選手権大会（団体の部）北海道予選 兼 
　第45回会長杯争奪卓球大会（5月18日・19日）
　男子シングルス2位　　　木村 亘宏さん（情報フロンティア工学科）
　男子シングルス3位　　　中島 亮介さん （建築学科）
　男子ダブルスベスト8　 　沼 亮太朗さん（メディアデザイン学科）
　　　　　　　　　　　 　木村 亘宏さん（情報フロンティア工学科）
　男子団体戦2位
●第83回全日本大学総合卓球選手権大会（団体の部） 出場（6月27日～30日）

［硬式テニス部］ 
●平成25年度全日本学生テニス選手権大会男子81回 出場
　（8月17日～27日）

［バドミントン部］ 
●2013年度第55回北海道学生バドミントン
　秋季リーグ戦大会（9月11日～15日）
　男子三部Bリーグ団体戦優勝

［バレーボール部］ 
●平成25年度第46回大滝杯北海道大学
　男・女バレーボールリーグ春季大会（4月27日～29日）
　男子3部2位

［弓道部］ 
●第60回全道学生弓道選手権大会（7月6日・7日）
　個人戦4位　山中 雅裕さん（機械システム工学科）
　男子団体戦ベスト8　男子Bチーム

［自転車同好会］ 
●ツール・ド・北海道2013市民ステージレース（9月13日～16日）
　市民第3ステージ（クリテリウム）7位　水崎 真さん（建築学科）

［硬式野球部］ 
●春季入替戦（6月18日・19日）
　2部昇格

［アーチェリー部］ 
●第26回小木杯フィールドアーチェリー大会（6月2日）
　CP男子オープン1位　松實 侑紀さん（情報フロンティア工学科）
　RC男子オープン6位　中東 楽さん（機械システム工学科）
　RC男子オープン8位　清水 統士哉さん（機械システム工学科）

［YOSAKOIソーラン部］
●第22回YOSAKOIソーラン祭り（6月5日～9日）
　セミファイナル11位

［自動車部］
●コクピットチャレンジジムカーナ（5月5日）
　FU Class 2位　   湯浅 貴文さん（機械システム工学科）
●ASPテクニカルジムカーナ2013Rd2（9月15日）
　NRクラス1位　　  湯浅 貴文さん（機械システム工学科）
　NRクラス5位　　  小田 俊介さん（機械システム工学科）
　T4クラス1位　 　  棚瀬 蓮麻さん（機械システム工学科）
●SUPER SLALOM in 千歳Rd8（9月22日）
　F-K1 Class 1位　湯浅 貴文さん（機械システム工学科）

［放送芸術部］
●TED×Sapporo 2013 ボランティアスタッフとして参加（7月14日）
●クリエイティブ・フロンティア2013（8月25日）
　実写部門演出賞　谷口 孝樹さん（情報フロンティア工学科）以下4名
　実写部門奨励賞　佐々木 惇志さん（人間社会学科）以下5名
　実写部門奨励賞　中江 一貴さん（メディアデザイン学科）以下2名
　実写部門奨励賞　春日 佑弥さん（人間社会学科）以下7名
　実写部門奨励賞　花見 龍之介さん（メディアデザイン学科）以下3名
　CG/アニメ部門奨励賞　下田 圭貴さん（情報フロンティア工学科）以下4名
●SAPPORO SHORT FEST IRON FILM MAKER CONTEST 参加
　（8月31日・9月1日）

［ビリヤード同好会］
●HBA主催 第26回全道ナインボール大会（6月9日）
　ジュニア級Cクラス3位　坂口 雄一さん（情報フロンティア工学科）
●ジクーカップ（7月12日）
　ナインボールハンデ戦グループ2位　坂口 雄一さん（情報フロンティア工学科）
　ナインボールハンデ戦グループ2位　橘井 渓佑さん（情報フロンティア工学科）
　ナインボールハンデ戦グループ3位　西岡 拓哉さん（情報フロンティア工学科）
　ナインボールハンデ戦グループ3位　大髙 慎平さん（情報フロンティア工学科）

［空手道部］
●第36回札幌地区空手道選手権大会 兼 
　第68回国民体育大会札幌地区予選会（6月2日）
　成年の部男子形3位　小林 宥斗さん（人間社会学科）
●平成25年度札幌市西区・手稲区空手道選手権大会 兼 
　第54回札幌市民体育大会空手道競技西区・手稲区予選大会（7月7日）
　一般大学男子形の部優勝　　　小林 宥斗さん（人間社会学科）
　一般大学男子形の部準優勝　　佐々木 悠太さん（人間社会学科）
　一般大学男子形の部3位　　　 寿崎 凱人さん（医療福祉工学科）
　一般大学男子組手の部優勝　　寿崎 凱人さん（医療福祉工学科）
　一般大学男子組手の部準優勝　中川 亮平さん（機械システム工学科）
　一般大学男子組手の部3位　　 佐々木 悠太さん（人間社会学科）
　一般大学男子組手の部3位　　 勝戸 裕造さん（電気デジタルシステム工学科）
●第49回和道会全国空手道競技大会（8月17日・18日）
　組手個人戦一般男子有級の部優勝　 寿崎 凱人さん（医療福祉工学科）
　組手個人戦一般男子有級の部3位　  齋藤 省悟さん（医療福祉工学科）
　組手個人戦一般男子有級の部ベスト8（敢闘賞）　小林 宥斗さん（人間社会学科）
●第46回北海道学生空手道選手権大会（団体戦）及び全国大会予選団体戦（9月14日）
　男子団体組手準優勝
●第54回札幌市民体育大会空手道競技（9月15日）
　一般男子個人形の部準優勝　　小林 宥斗さん（人間社会学科）
　一般男子個人組手の部準優勝　寿崎 凱人さん（医療福祉工学科）
　一般男子個人組手の部3位　　 齋藤 省悟さん（医療福祉工学科）

● HIT SCHEDULE CALENDAR 2013-2014

※一部抜粋

一般公開（定員200名）入場無料
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